
蒼
空
の
星
コ
ル
ド
バ
の
蟻
地
獄 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
湘
子 

　
鷹
会
員
に
な
っ
た
私
達
に
、
湘
子
先
生
は
気
前
よ
く
短
冊
や
色

紙
に
揮
毫
し
て
下
さ
っ
た
。
「
自
分
の
師
の
染
筆
を
一
つ
も
持
っ

て
い
な
い
の
は
可
愛
そ
う
だ
か
ら
」
と
常
々
述
べ
ら
れ
て
い
た
。 

　
今
、
湘
子
先
生
が
ご
存
命
だ
っ
た
な
ら
、
私
は
迷
わ
ず
こ
の
蟻

地
獄
の
句
を
所
望
し
た
は
ず
で
あ
る
。
深
い
意
味
は
無
い
。 

　
上
五
と
下
五
の
頭
韻
「
あ
」
の
響
き
。
句
跨
が
り
な
れ
ど
リ
ズ

ム
の
良
さ
。
蒼
穹
の
天
と
乾
い
た
微
小
の
砂
地
の
対
比
。
絵
画
の

よ
う
な
白
い
星
と
赤
熱
の
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
平
原
の
草
叢
。
そ
し

て
、
白
い
家
並
み
の
コ
ル
ド
バ
市
街
、
黄
土
色
の
屋
根
瓦
。 

　
俳
句
を
志
し
た
私
は
素
十
の
「
蟻
地
獄
松
風
を
聞
く
ば
か
り
な

り
」
を
第
一
と
思
っ
て
い
た
が
、
初
対
面
の
藤
田
湘
子
か
ら
「
素

十
は
ど
う
だ
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
鷹
入
会
の
動
機
と
も
な
っ
た
。 

１
９
７
５
年
（s50

作
）
第
五
句
集
『
春
祭
』
　
鑑
賞
・
轍 

郁
摩


